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［
弔
辞
］ 

八
月
八
日
、
沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
六
七
歳
。
道
半
ば
、
志
半
ば
で
の

出
来
事
で
し
た
。 

翁
長
知
事
は
四
期
に
わ
た
り
那
覇
市
長
を
務
め
ま
し
た
が
、

市
長
時
代
の
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
初
期
の
胃
が
ん

が
見
つ
か
り
、
胃
の
全
摘
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

降
ご
く
最
近
ま
で
精
力
的
に
公
務
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
四
月
に
ス
テ
ー
ジ
２
の
膵
が
ん
が
見
つ
か
り
、
切
除
手

術
を
行
い
ま
し
た
。 

翌
五
月
に
退
院
し
公
務
に
復
帰
す
る
か
た
わ
ら
で
抗
が
ん 

                   剤
治
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
よ
り
、
翁
長
知
事

が
や
せ
細
っ
て
い
き
、
術
後
の
経
過
の
芳
し
か
ら
ざ
る
様
子

や
抗
が
ん
剤
治
療
の
厳
し
さ
な
ど
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か

で
し
た
。 

そ
れ
で
も
翁
長
知
事
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
埋
立
工
事

承
認
撤
回
と
い
う
重
要
な
政
治
決
定
と
政
治
日
程
を
見
据
え
、

公
務
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
が
ん
は
肝
臓
へ
転
移
し
、

先
月
七
日
に
は
意
識
の
混
濁
が
見
ら
れ
、
意
思
決
定
が
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
翌
八
日
、
謝
花
喜
一
郎

副
知
事
が
「
翁
長
知
事
は
意
識
混
濁
状
態
で
あ
る
」
と
会
見 

                   し
ま
し
た
が
、
そ
の
日
の
う
ち
に
不
帰
の
人
と
な
り
ま
し
た
。 

翁
長
知
事
の
お
通
夜
は
同
月
一
〇
日
に
大
典
寺
（
那
覇
市
）

に
て
営
ま
れ
、
一
一
日
に
荼
毘
に
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

一
三
日
に
同
寺
に
て
告
別
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
翁
長
知
事

の
葬
儀
に
は
、
沖
縄
政
界
・
財
界
の
名
士
は
も
と
よ
り
、
菅

義
偉
官
房
長
官
や
二
階
俊
博
自
民
党
幹
事
長
、
あ
る
い
は
在

日
米
軍
将
校
な
ど
も
弔
問
に
訪
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
元
ソ
連
大
統
領
が
追
悼
文
を
寄
せ
た
他
、
海
外
ニ
ュ

ー
ス
で
も
「
勇
敢
な
指
導
者
」
と
し
て
訃
報
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
多
く
の
沖
縄
県
民
が
葬 

 
沖
縄
県
翁
長
雄
志
知
事
の
逝
去
を
悼
む 

 

1 部 1000 円 

（別途送料 160 円） 

本
号
の
内
容
【
弔
辞
】
沖
縄
県
翁
長
雄
志
知
事
の
逝
去
を
悼
む 

「
沖
縄
保
守
」
の
大

政
治
家
の
思
想
と
行
動
に
ま
な
ぶ
（
木
川
智
）
…
１
／
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴

史
を
掘
り
起
こ
し
日
本
を
見
る 

台
湾
編
④(

仲
村
之
菊)

…
４
／
【
書
評
・
紹
介
】
安

田
浩
一
著
『「
右
翼
」
の
戦
後
史
』（
高
井
七
海
）
…
６
／
七
月
・
八
月
活
動
報
告
…
８

／
【
記
録
沖
縄
戦
⑤
】
軍
民
・
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研
究
会
「
棒

兵
隊
」）
…
１
８
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
２
４ 

 

神
苑
の
決
意 

主
筆 

木 

川 

智 


